
　「コンピテンシー」（competency）とは，「高い成果を生み出せる人が持っている行動特性」です。「愛大学

生コンピテンシー」は，「愛媛大学憲章」に謳われている「５つの能力」を踏まえながら，入学・卒業する学部に

かかわらず，「愛媛大学の学生として卒業時に身につけていることが期待される能力」 を示したものです。

　学生の活動は，卒業するために必要な正課の授業や研究活動（正課教育）だけではありません。学生ひとり

一人が人間として成長する機会は，サークル活動やボランティア，留学，下級生への学修支援等々，正課教育

以外（正課外活動，準正課教育）にもたくさんあります。

　愛媛大学は，このような学生の活動の場を大学として責任を持って確保し，大学生活全体を通して学生ひ

とり一人が，知的に成長するとともに，人間としてトータルに成長することを支援します。

　「愛大学生コンピテンシー」は，「５つの能力」と「12の具体的な力」によって構成されています。このよう

に分類した理由は，第一に，学生のみなさんに自己分析・自己省察のツールとして利用してもらうためです。

この枠組みを参考に，自分自身の能力の現状を正確に把握し，強いところはより鍛えて伸ばし，弱いところ

は補い強化するために活用してもらいたいと考えています。第二に，教職員が日々の業務の指針として利用

するためです。学生が期待される能力を確実に身につけられるように，継続的な教育制度の改善と教職員自

身の能力開発を推進します。

１）愛媛大学は，正課教育，準正課教育，正課外活動を通して，知識や技能を適切に運
用する能力，論理的に思考し判断する能力，多様な人とコミュニケーションする能
力，自立した個人として生きていく能力，組織や社会の一員として生きていく能力
を育成する。

２）大学院においては，人間・社会・自然への深い洞察に基づく総合的判断力と専門分
野の高度な学識・技能を育成する。

３）愛媛大学は，国内外から多様な学生を受け入れるとともに，世界に通用する人材育
成のための教育環境を提供する。

４）愛媛大学は，入学から卒業・修了まで安心して充実した大学生活を送ることができ
るよう学生を支援し，主体的な学びを保証する。

愛媛大学は，自ら学び，考え，実践する能力と次代を担う誇りをもつ人間性豊かな人

材を社会に輩出することを最大の使命とする。とりわけ，国際化の加速する時代にお

いて地域に立脚する大学として，地域の発展を牽引する人材，グローバルな視野で社

会に貢献する人材の養成が主要な責務であると自覚する。愛媛大学は，相互に尊重し

啓発しあう人間関係を基調として，「学生中心の大学」「地域とともに輝く大学」「世界

とつながる大学」を創造することを基本理念とする。

５）愛媛大学は，基礎科学の推進と応用科学の展開を図り，知の継承・創造・統合に向
けた学術研究を実践する。

６）愛媛大学は，学生と教員がともに学ぶ喜び・発見する喜びを分かち合い，研究と人
材育成を一体的に推進する知の共同体を構築する。

７）愛媛大学は，先見性や独創性のある研究グループを拠点化して支援し，地域課題か
ら世界最先端課題にわたる多様な研究を推進する。

８）愛媛大学は，産業，文化，医療等の幅広い分野において最高水準の知識と技術を地
域社会・国際社会に提供し，社会の持続可能な発展に貢献する。

９）愛媛大学は，地域と連携した教育・研究を通じて有為な人材を輩出するとともに，
社会の諸課題の解決に向けて人々とともに考え，行動する。

10）愛媛大学は，構成員相互の尊重を基盤とした知的な交流を学内のあらゆる場におい
て保証する。

11）愛媛大学は，教職員の自発的・主体的活動を尊重し，教職協働による円滑な大学運
営を行う。

12）愛媛大学は，大学の特性と現状の批判的分析とに基づいて明確な目標・計画を定め，
機動的で戦略的な大学経営を行う。
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（例：社会参画／社会貢献／グローカルマインド）

客観的

地域や国内外の課題を自ら考察し、

解決に向けて行動できる

改めて提示したものです。地域

や国内外にはさまざまな課題が

あります。そのような課題に向き

合い，広く深く考え，解決に向け

て自分なりにできる最善を尽く

す。そうした志と力を身につける

ことによって,どのような地域・社

会においても最良のパフォーマ

ンスを発揮することが可能にな

ります。
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７）愛媛大学は，先見性や独創性のある研究グループを拠点化して支援し，地域課題か
ら世界最先端課題にわたる多様な研究を推進する。

８）愛媛大学は，産業，文化，医療等の幅広い分野において最高水準の知識と技術を地
域社会・国際社会に提供し，社会の持続可能な発展に貢献する。

９）愛媛大学は，地域と連携した教育・研究を通じて有為な人材を輩出するとともに，
社会の諸課題の解決に向けて人々とともに考え，行動する。

10）愛媛大学は，構成員相互の尊重を基盤とした知的な交流を学内のあらゆる場におい
て保証する。

11）愛媛大学は，教職員の自発的・主体的活動を尊重し，教職協働による円滑な大学運
営を行う。

12）愛媛大学は，大学の特性と現状の批判的分析とに基づいて明確な目標・計画を定め，
機動的で戦略的な大学経営を行う。

ー平成 30 年 12 月発行ー

地域や国内外の課題を自ら考察し，解決に向けて行動できる

※

※2012年７月策定，2018年11月文言を一部修正

客観的


